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こ
の
一
年
間
、
コ
ロ
ナ
対

応
に
加
え
ま
し
て
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
に
つ
ら

な
る
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
と
り
ま
し
て
、
非
常

に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
出
来

事
が
複
数
起
こ
り
ま
し
た
。

　
第
一
に
は
、「
学
校
法
人

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
め
ぐ
る
議

論
に
つ
い
て
で
す
。「
学
校

法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
会

議
」
の
方
向
に
対
し
て
は
、

私
立
学
校
の
「
建
学
の
精

神
」
を
瓦
解
さ
せ
、
健
全
な

教
育
研
究
、
運
営
を
著
し
く

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
戦
争
や

武
力
の
行
使
と
い
う
の
は
、

人
間
の
究
極
の
尊
厳
を
蹂
躙

す
る
最
大
の
暴
力
で
す
。
た

だ
ち
に
あ
ら
ゆ
る
戦
闘
行
為

が
中
止
さ
れ
、
一
日
も
早
く

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
安
全

と
、
平
和
な
社
会
が
回
復
さ

れ
る
こ
と
祈
り
、
願
い
求
め

る
も
の
で
す
。

�

〈
立
教
大
学
総
長
〉

各
地
区
総
会
開
催
さ
れ
る

東
北
・
北
海
道
地
区

日�

時
＝
５
月
20
日
（
金
）
14

時
30
分
～
16
時
３
分

　

�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン

関
東
地
区

日�

時
＝
５
月
21
日
（
土
）
13

時
～
15
時
45
分

　

�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン

関
西
地
区

日�

時
＝
５
月
14
日
（
土
）
10

時
30
分
～
15
時
30
分

場�

所
＝
同
志
社
女
子
大
学
・

同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス

西
南
地
区

日�

時
＝
４
月
22
日
（
金
）
15

時
～
16
時
40
分

場
所
＝
西
南
学
院
百
年
館

桜
美
林
学
園

　
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
、
５
月
29
日
（
日
）
14
時

か
ら
記
念
式
典
が
荊
冠
堂
チ

ャ
ペ
ル
で
、
懇
談
会
が
16
時

30
分
か
ら
崇
貞
館
一
階
桜
カ

フ
ェ
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

た
。

き
く
修
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
も
引
き
続
き
、
自
律

的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
維

持
し
な
が
ら
、「
建
学
の
精

神
」
や
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

根
幹
的
な
理
念
が
棄
損
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後

も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
昨
年
来
の
中

で
の
大
き
な
出
来
事
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

進
攻
と
い
う
事
態
で
す
。
無

数
の
無
垢
の
市
民
た
ち
が
砲

弾
、
銃
火
に
晒
さ
れ
る
と
い

う
現
実
に
、
私
た
ち
は
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。
同
盟
に
属

す
る
各
大
学
学
長
た
ち
も
一

斉
に
声
明
等
を
発
信
し
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
、
多
く
の

キ
リ
ス
ト
教
大
学
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
学
生
受
け
入

れ
の
た
め
の
準
備
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

〈
い
の
ち
あ
る
も
の
〉
の
存

在
に
は
価
値
が
あ
り
、
そ
れ

は
決
し
て
損
な
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
キ

リ
ス
ト
教
の
中
心
的
教
理
に

棄
損
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

重
大
な
懸
念
を
共
有
し
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
私
た
ち
キ

リ
ス
ト
教
学
校
に
と
っ
て

「
建
学
の
精
神
」
は
学
校
運

営
の
生
命
線
で
あ
り
、
評
議

員
会
は
そ
の
「
建
学
の
精

神
」
や
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ

く
教
育
方
針
を
十
二
分
に
理

解
す
る
教
職
員
や
同
窓
生
、

保
護
者
等
の
学
校
関
係
者
と

学
外
有
識
者
に
よ
っ
て
バ
ラ

ン
ス
良
く
構
成
さ
れ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
１
８
９
９

年
に
、
学
校
で
の
宗
教
教
育

を
禁
ず
る
「
文
部
省
訓
令
第

12
号
」
強
制
と
い
う
事
態
に

直
面
し
、
危
機
に
立
た
さ
れ

た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
学

校
が
、
結
束
し
て
抵
抗
し
た

こ
と
を
、
私
た
ち
は
常
に
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
理
事
会
で
は
、
同
盟
と
し

て
は
異
例
な
対
応
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
文
部
科
学
大
臣

宛
て
に
要
請
文
を
送
る
こ
と

を
決
定
し
、
２
０
２
１
年
10

月
18
日
付
け
で
末
松
信
介
文

部
科
学
大
臣
に
届
け
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
文
科
省
も

「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
会
議
」
に
代
わ
り
、
大
学

設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
学

校
法
人
分
科
会
に
、
大
学
関

係
者
等
も
委
員
に
加
え
た

「
学
校
法
人
制
度
改
革
特
別

委
員
会
」
を
新
た
に
設
置

し
、
議
論
を
や
り
直
す
と
い

う
前
例
の
な
い
展
開
を
見
せ

ま
し
た
。
本
年
３
月
末
に
は

報
告
書
が
出
さ
れ
、「
学
校

法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
会

議
」
の
極
端
な
方
向
性
は
大

　1871年5月17日（水）午後、アメリカ合衆国ニ
ューヨークブルックリンのピルグリム教会で〈米
国婦人一致外国伝道協会〉主催の送別会が行われ
ました。3人の宣教師メアリー・パットナム・プ
ライン、ルイーズ・ヘンリエッタ・ピアソン、ジ
ュリア・ネイルソン・クロスビーを日本に送るた
めです。その使命は横浜開港以来、生まれた状況
により差別されている子供たちの養育と、このよ
うな日本の社会を変えるために女性たちにキリス
ト信仰を伝え、人格教育を授けるための学校を建
てることでした。しかし日本ではキリスト教禁教
令の高札すら降ろされていなかったのです。
　本日の聖書は「信仰とは、望んでいる事柄を確
信し、見えない事実を確認することです。」共同
訳聖書は、「信仰とは、望んでいる事柄の実質で
あって、見えないものを確証するものです」とあ
ります。信仰が自分の確信や信念から生まれるの
ではなく、望んでいる事柄の実質には信仰がある
と告げます。迫害などにより苦しみ抜いている当
時の教会は、主の救いを待ち望んでいました。3人
の先生方には、養育を必要とする子供たちの姿、

教育を待つ女性たちの姿、さらにそこに共にいる
ご自分達の姿を重ね見ておられたことでしょう。
現実には与えられた使命を実現する術は何もあり
ませんでしたが、八方塞がりの中でむしろ益々教
育宣教活動に専念なさいました。それはご自分達
の中に実現の確証があるのではなく、罪と死をも
突き抜けて働く神、主イエスが救い主であるとい
う信仰、徹頭徹尾神による救いにすべてを預けて
生きること以外になかったからです。聖書は「約
束されたものを手に入れてはいなかった」と記し
ます。そのように、人の命の尽きることはすべて
の中断や喪失を意味しませんでした。神の救いの
完成の約束は、先生方の使命がたとえ完成の途上
にあっても、ご自分達の業を手放し、次の世代に
信仰と共に手渡すことを教えたはずです。キリス
ト教学校はいつも終末を待ち望む途上にあって、
成長の途上にある児童、生徒、学生がいます。人
の弱さにあって終末の完成の約束の希望と喜びの
中に生きる場所ではないでしょうか。
� 〈横浜共立学園宗教主事〉

会場の横浜共立学園南校舎礼拝堂にて

西
原
廉
太

西
原
廉
太
教
育
同
盟
理
事
長

教
育
同
盟
理
事
長

開開  

会会  

挨挨  

拶拶

郡 司 啓 子

信　仰

ヘブライ人への手紙
11章１〜３節・13〜16節

開会礼拝説教

開
会
挨
拶
を
す
る
西
原
理
事
長

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
出
席
者

第110回定時総会第110回定時総会
６月３日（金）・４日（土）６月３日（金）・４日（土）
横浜共立学園および横浜共立学園および

オンライン併用で開催されるオンライン併用で開催される

加
盟
校
動
静
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第
110
回
定
時
総
会
議
事
録
よ
り

〔
第
１
日
〕６
月
３
日（
金
）

Ⅰ
．
受
付
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
入

室
）・
登
録
（
９
時
～
10
時
）

Ⅱ
．
開
会
礼
拝
（
10
時
～
10

時
35
分
）

場�

所
＝
横
浜
共
立
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
南
校
舎
礼

拝
堂

司�

式
・
説
教
＝
「
信
仰
」
郡

司
啓
子
（
横
浜
共
立
学
園

宗
教
主
事
）

奏�

楽
＝
石
川
由
紀
子
（
横
浜

共
立
学
園
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
）

Ⅲ
．
挨
拶
（
10
時
35
分
～
11

時
５
分
）

（
１
）
理
事
長
挨
拶

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
西
原
廉
太

理
事
長
よ
り
、
開
会
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
。（
１
面
別

掲
）。 

（
２
）
会
場
校
挨
拶

　
学
校
法
人
横
浜
共
立
学
園

坂
田
雅
雄
理
事
長
よ
り
開
会

の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

Ⅳ
．
組
織
（
11
時
５
分
～
11

時
15
分
）

（
１
）
出
席
会
員
数
及
び
そ

の
議
決
権
数
の
確
認
（
第
１

日
目
10
時
現
在
）

総
会
員
数
＝
１
０
２
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

６
６
個

出
席
会
員
＝
93
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

４
４
個

（
内
会
場
代
表
者
・
代
理
人

出
席
＝
43
法
人　
こ
の
議
決

権
の
総
数
＝
81
個　
内
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
代
表
者
・
代
理

人
出
席
＝
22
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
30
個　
内
議

長
委
任
＝
28
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
33
個
）

承
認
さ
れ
た
。

３
）
常
任
理
事
会
・
理
事
会

に
関
す
る
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
13
～
64
）
に
基
づ
き
、

常
任
理
事
会
・
理
事
会
に
関

す
る
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

４
）
そ
の
他
に
関
す
る
報
告

　
坂
田
雅
雄
助
成
選
考
委
員

会
委
員
長
（
横
浜
共
立
学

園
）
よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
１

４
０
～
１
５
０
）
に
基
づ
き

報
告
、
伊
藤
悟
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
教
員
免
許
状
更
新

講
習
委
員
長
（
青
山
学
院
）

よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
68
、
１

０
８
）
に
基
づ
き
教
員
免
許

状
更
新
講
習
委
員
会
事
業
報

告
、
議
長
よ
り
地
区
協
議
会

報
告
書
及
び
地
区
提
出
議
案

（
特
に
な
し
）
に
つ
き
報
告

が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

（
２
）
監
査
報
告

　
嶋
田
順
好
常
任
監
事
（
前

宮
城
学
院
学
院
長
）
よ
り
、

議
案
書（
Ｐ
81
～
82
）に
基
づ

き
２
０
２
１
年
度
事
業
及
び

計
算
書
類
に
つ
い
て
監
査
を

実
施
し
た
こ
と
、
及
び
監
査

結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
、
一

同
異
議
な
く
承
認
し
た
。

２
．
審
議
１

（
１
）（
議
案
１
）
２
０
２

１
年
度
事
業
報
告
の
承
認

　
事
務
局
よ
り
議
案
書
（
Ｐ

65
～
70
）
に
基
づ
き
本
部
事

業
報
告
、
永
野
茂
洋
教
育
研

究
委
員
会
委
員
長
（
明
治
学

院
）
よ
り
議
案
書
（
Ｐ
71
～

76
）
に
基
づ
き
教
育
研
究
委

員
会
報
告
、
湯
口
隆
司
広
報

委
員
会
担
当
理
事
（
活
水
学

院
）
よ
り
議
案
書
（
Ｐ
77
～

78
）
に
基
づ
き
広
報
委
員
会

事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。

（
２
）（
議
案
２
）
２
０
２

１
年
度
計
算
書
類
の
承
認

（
４
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
特
に
な
し
。

Ⅵ
．
写
真
撮
影

（
12
時
10
分
～
12
時
20
分
）

　
（
会
場
出
席
者
撮
影
及
び

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
画
面
よ
り
）

　
撮
影
終
了
後
、
選
任
さ
れ

た
理
事
及
び
監
事
に
よ
り
第

３
回
理
事
会
及
び
第
３
回
常

任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
）
を
開
催
し
た
。

Ⅶ
．
昼
食
・
休
憩
・
校
舎
見

学
等
（
12
時
40
分
～
13
時
40

分
）

　
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
先
立

ち
、
午
前
の
議
事
終
了
後
に

開
催
さ
れ
た
第
３
回
理
事
会

に
お
い
て
理
事
長
、
及
び
総

務
理
事
・
会
計
理
事
を
含
む

常
任
理
事
並
び
に
常
任
監
事

が
選
定
さ
れ
、
続
い
て
開
催

さ
れ
た
第
３
回
常
任
理
事
会

に
お
い
て
委
員
会
・
地
区
協

議
会
の
担
当
理
事
が
選
定
さ

れ
た
結
果
が
事
務
局
よ
り
以

下
の
と
お
り
報
告
さ
れ
た

（
会
場
資
料
配
布
お
よ
び
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
出
席
者
は
画
面
共
有

で
表
示
）。

　
理
事
長
・
理
事
・
監
事
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
（
一
覧

参
照
）。　

※
今
回
選
任
の
理
事
・
監
事

の
任
期
は
２
０
２
４
年
６
月

の
定
時
総
会
ま
で
。

Ⅷ
．
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
13

時
50
分
～
16
時
10
分
）

場
所
＝
南
校
舎
礼
拝
堂

講�

演
Ⅰ
「
過
去
を
見
極
め
、

今
を
考
え
、
将
来
を
見
据

え
る
」（
13
時
50
分
～
14

時
50
分
）

講�
演
者
＝
平
塚
敬
一
（
元
立

教
女
学
院
理
事
長
・
中
学

校
高
等
学
校
校
長
）

講
演
Ⅱ
「
激
動
の
時
代
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
校
学
校
の

存
在
意
義
～
戦
前
・
戦
中
・

　
坂
田
雅
雄
会
計
担
当
理
事

（
横
浜
共
立
学
園
）
よ
り
、

議
案
書
（
Ｐ
83
～
１
０
８
）

に
基
づ
き
２
０
２
１
年
度
決

算
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。

（
３
）（
議
案
３
）
理
事
・

監
事
の
選
任

　
事
務
局
よ
り
、
理
事
・
監

事
の
選
任
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴

い
、
以
下
の
理
事
・
監
事
候

補
者
が
、
審
議
事
項
と
し
て

第
２
回
常
任
理
事
会
及
び
第

２
回
理
事
会
を
経
て
上
程
さ

れ
た
。

理
事
（
20
名
）

１
．
東
北
・
北
海
道
地
区

　
大
西
晴
樹
（
東
北
学
院
）

　
古
川
敬
康
（
北
星
学
園
）

２
．
関
東
地
区

　
山
本
与
志
春（
青
山
学
院
）

　
寺
嶋　
潔
（
女
子
学
院
）

　
鵜
殿
博
喜
（
明
治
学
院
）

　
小
池
一
夫（
桜
美
林
学
園
）

　
西
原
廉
太
（
立
教
学
院
）

　
山
口　
博
（
聖
学
院
）

　
安
藤
理
恵
子

�

（
玉
川
聖
学
院
）

　
松
田　
和
憲（
関
東
学
院
） 　

中
島
昭
子
（
捜
真
学
院
）

　
坂
田
雅
雄

�

（
横
浜
共
立
学
園
）

３
．
関
西
地
区

　
小
室
尚
子
（
金
城
学
院
）

　
八
田
英
二
（
同
志
社
）

　
磯　
晴
久
（
桃
山
学
院
）

　
中
道
基
夫
（
関
西
学
院
）

　
飯　
　
謙（
神
戸
女
学
院
）

４
．
西
南
地
区

　
阿
久
戸
光
晴

�

（
福
岡
女
学
院
）

　
ギ
ャ
ー
リ
・
バ
ー
ク
レ
ー

�

（
西
南
学
院
）

　
湯
口
隆
司
（
活
水
学
院
）

監
事
（
２
名
）

　
大
川　
義
（
共
愛
学
園
）

　
福
島
基
輝
（
遺
愛
学
院
）

　
上
記
の
候
補
者
一
覧
が
配

布
お
よ
び
画
面
共
有
で
示
さ

れ
、
議
長
は
一
括
審
議
の
同

意
を
得
た
。

　
会
場
は
挙
手
を
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
議
決
権
者
に
は
賛

否
の
一
斉
送
信
を
求
め
、
議

場
に
諮
っ
た
。
議
案
１
・
２

・
３
に
つ
い
て
、
異
議
な
く

承
諾
さ
れ
た
。
選
任
さ
れ
た

出
席
理
事
は
本
決
議
内
容
を

異
議
な
く
承
諾
し
た
。

戦
後
を
５
代
目
キ
リ
ス
ト
者

と
し
て
生
き
て
～
」（
15
時

10
分
～
16
時
10
分
）

講�

演
者
＝
湊
晶
子
（
広
島
女

学
院
顧
問
・
元
東
京
女
子

大
学
学
長
）

　
以
上
を
も
っ
て
、
定
時
総

会
第
１
日
目
の
議
事
・
講
演

の
全
て
が
終
了
し
た
。

〔
第
２
日
〕６
月
４
日（
土
）

受
付
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
入
室
）

（
９
時
30
分
～
10
時
）

Ⅸ
．
礼
拝
（
10
時
～
10
時
30

分
）

場
所
＝
南
校
舎
礼
拝
堂

司�

式
＝
郡
司
啓
子
（
横
浜
共

立
学
園
宗
教
主
事
）

説�

教
＝
「
任
務
を
継
が
せ
る

た
め
に
」
久
保
義
宣
（
横

浜
共
立
学
園
常
務
理
事
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
東
京

中
央
教
会
牧
師
）

奏�

楽
＝
石
川
由
紀
子
（
横
浜

共
立
学
園
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
）

組
織
（
10
時
30
分
～
10
時
35

分
）

　
事
務
局
よ
り
、
定
時
総
会

第
２
日
目
の
再
開
が
告
げ
ら

れ
、
議
長
は
引
き
続
き
理
事

長
の
西
原
廉
太
氏
が
あ
た
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
出
席
会
員
数
及
び
そ
の
議

決
権
数
の
確
認
（
第
２
日
目

10
時
現
在
）

総
会
員
数
＝
１
０
２
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

６
６
個

出
席
会
員
＝
79
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

２
８
個

（
内
会
場
代
表
者
・
代
理
人

出
席
＝
37
法
人　
こ
の
議
決

権
の
総
数
＝
68
個　
内
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
代
表
者
・
代
理

人
出
席
＝
14
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
27
個　
内
議

長
委
任
＝
28
法
人　
こ
の
議

決
権
の
総
数
＝
33
個
）

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
申
込
者
＝
80
名
）

　
以
上
の
と
お
り
、
議
長
委

任
会
員
も
含
め
、
総
会
員
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る

会
員
が
出
席
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

Ⅹ
．
議
事
（
10
時
35
分
～
12

時
５
分
）

報
告
２

（
１
）
２
０
２
２
年
度
事
業

計
画
の
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
０
９
～
１
１
４
）
に

基
づ
き
以
下
の
項
目
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
、
異
議
な

く
了
承
さ
れ
た
。

〈
説
明
項
目
〉

・
常
任
理
事
会

（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
・
決
議

を
併
用
、
申
込
者
＝
80
名
）

　
以
上
の
と
お
り
、
議
長
委

任
会
員
も
含
め
、
総
会
員
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る

会
員
が
出
席
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

（
２
）
総
会
成
立
宣
言
・
議

長
紹
介

　
事
務
局
よ
り
、
定
款
第
18

条
に
基
づ
き
、
理
事
長
の
西

原
廉
太
氏
が
本
総
会
の
議
長

を
務
め
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
議
長
が
開
会
を
宣
言
し

た
。

（
３
）
議
事
録
作
成
者
指
名

・
議
事
録
署
名
人
推
薦

　
議
事
録
作
成
者
に
横
浜
共

立
学
園
職
員
の
宮
﨑
啓
子

氏
、
小
松
田
聡
氏
が
指
名
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
録
署
名
人
に
玉
川
聖

学
院
学
院
長
の
安
藤
理
恵
子

氏
、
桜
美
林
学
園
理
事
長
の

小
池
一
夫
氏
が
推
薦
さ
れ
、

選
任
さ
れ
た
。

（
４
）
総
会
日
程
の
承
認

　
議
長
よ
り
、
定
時
総
会
議

案
書
（
以
下
「
議
案
書
」
と

表
記
）（
Ｐ
５
～
８
）
に
よ

り
総
会
日
程
が
説
明
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
報
告
書
委
員
会
付
託

事
項
報
告

　
渡
辺
譲
総
会
報
告
書
委
員

会
委
員
長
（
横
浜
共
立
学
園

中
学
校
・
高
等
学
校
教
頭
）

よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
79
）
に

基
づ
き
報
告
書
精
査
に
関
す

る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

Ⅴ
．
議
事
（
11
時
15
分
～
12

時
10
分
）

　
今
回
は
、
会
場
出
席
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
出
席
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
開
催
に
し
た
こ
と

に
つ
き
、
議
長
は
議
事
に
入

る
に
あ
た
り
出
席
者
の
音
声

が
即
時
に
他
の
出
席
者
に
伝

わ
り
、
出
席
者
が
一
同
に
会

す
る
の
と
同
様
に
適
時
、
的

確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で

き
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

１
．
報
告
１

（
１
）
事
務
局
報
告

１
）
加
盟
校
動
静
に
関
す
る

報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
２
４
）
に
基
づ
き
、

加
盟
校
の
動
静
に
関
す
る
報

告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

２
）
加
盟
校
人
事
異
動
に
関

す
る
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
２
５
～
１
２
７
）
に

基
づ
き
、
加
盟
校
人
事
異
動

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
、

・
理
事
会

・
第
１
１
０
回
定
時
総
会

・
第
64
回
学
校
代
表
者
協
議

会・
新
規
継
続
事
業

・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教

員
免
許
状
更
新
講
習

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇

談
会

・
出
版
・
印
刷
物
関
係

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職
員

就
職
支
援

・
公
益
目
的
支
出
計
画

（
２
）
２
０
２
２
年
度
教
育

研
究
委
員
会
事
業
計
画
の
報

告
　
永
野
茂
洋
教
育
研
究
委
員

会
委
員
長
（
明
治
学
院
）
よ

り
、
議
案
書
（
Ｐ
１
１
５
～

１
２
０
）
に
基
づ
き
、
２
０

２
２
年
度
教
育
研
究
事
業
計

画
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
特
に
２
０
２
２

～
23
年
度
の
教
育
研
究
委
員

会
教
育
研
究
テ
ー
マ
の
主
旨

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

�

（
３
面
に
つ
づ
く
）

第
１
日
目
の
昼
食
は
感
染
症

対
策
に
配
慮
し
て
（
西
校
舎

多
目
的
ホ
ー
ル
）

議
事
進
行
中

坂
田
雅
雄
横
浜
共
立
学
園
理
事
長
挨
拶

理事長・理事・監事一覧

一般社団法人キリスト教学校教育同盟　第110回定時総会報告（2022年６月３日）

（任期２年間、2022年定時総会～2024年定時総会）
（理事長１名・常任理事11名・理事８名・常任監事１名・監事１名、合計22名）

理 事 長	 西原　廉太（立教学院）
常任理事	 寺嶋　　潔（女子学院）	 総務理事

常任理事	 坂田　雅雄（横浜共立学園）	 会計理事
常任理事	 阿久戸光晴（福岡女学院）	 会計理事

常任理事	 山本与志春（青山学院）	 教育研究委員会担当理事

常任理事	 湯口　隆司（活水学院）	 広報委員会担当理事

常任理事	 松田　和憲（関東学院）	 国際交流担当理事

常任理事	 飯　　　謙（神戸女学院）	 キリスト教学校教育懇談会担当理事

常任理事	 大西　晴樹（東北学院）	 東北・北海道地区代表理事

常任理事	 山口　　博（聖学院）	 関東地区代表理事

常任理事	 八田　英二（同志社）	 関西地区代表理事

常任理事	 ギャーリ・バークレー（西南学院）	 西南地区代表理事

理　　事	 古川　敬康（北星学園）
理　　事	 鵜殿　博喜（明治学院）
理　　事	 小池　一夫（桜美林学園）
理　　事	 安藤理恵子（玉川聖学院）
理　　事	 中島　昭子（捜真学院）
理　　事	 小室　尚子（金城学院）
理　　事	 磯　　晴久（桃山学院）
理　　事	 中道　基夫（関西学院）

常任監事	 大川　　義（共愛学園）
監　　事	 福島　基輝（遺愛学院）

� 以上



（７55号） （月刊）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（3） （第三種郵便物認可） ２０22年7月１５日（金）
　
以
上
、
報
告
・
説
明
の
後

異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

（
３
）
２
０
２
２
年
度
広
報

委
員
会
事
業
計
画
の
報
告

　
湯
口
隆
司
広
報
委
員
会
担

当
理
事
（
活
水
学
院
）
よ

り
、
議
案
書
（
Ｐ
１
２
１
）

に
基
づ
き
２
０
２
２
年
度
広

報
委
員
会
事
業
計
画
に
関
す

る
報
告
が
な
さ
れ
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

（
４
）
２
０
２
２
年
度
予
算

の
報
告

　
坂
田
雅
雄
会
計
担
当
理
事

よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
１
２
２

～
１
２
３
）
に
基
づ
き
２
０

２
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

（
５
）
そ
の
他

　
特
に
な
し
。

報
告
３

（
１
）
新
規
事
業
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
に
つ
い
て

１
）
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

運
用
に
つ
い
て　
　

　
伊
藤
悟
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
委
員
、
ス
ト
レ
ー
ジ
管

理
委
員
会
委
員
長
（
青
山
学

院
）
よ
り
、
次
の
と
お
り
取

組
み
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
の

増
加
や
優
れ
た
講
演
な
ど
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
蓄
積

さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の
保
存

・
管
理
・
有
効
活
用
（
共

有
）
が
課
題
と
な
っ
て
き
た

が
、
準
備
を
整
え
て
き
た
結

果
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
、
一

定
の
ル
ー
ル
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
設
け
た
上
で
、
各
部

会
、
委
員
会
単
位
で
自
由
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ド

ロ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
ビ
ジ
ネ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各
部

会
か
ら
の
利
用
の
申
出
に
基

づ
い
て
自
由
に
使
え
る
フ
ォ

ル
ダ
ー
を
付
与
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
な
お
、
フ
ォ
ル
ダ

ー
の
容
量
は
２
０
０
Ｇ
Ｂ
と

な
り
、
各
部
会
は
取
扱
い
責

任
者
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
運
用
担
当
者
）
を
選
定
し

て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
説
明

も
な
さ
れ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
65

年
、
同
盟
の
様
々
な
会
合
に

参
加
し
て
良
き
先
輩
、
同
僚

に
出
会
い
、
支
え
ら
れ
励
ま

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
同
盟
は
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
モ
ー
セ
は
過
ぎ
去

っ
た
過
去
は
目
の
前
に
あ
る

と
語
り
ま
し
た
。
私
達
も
目

の
前
に
あ
る
過
去
を
見
て
、

将
来
へ
の
新
た
な
歩
み
を
始

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
話

の
タ
イ
ト
ル
を
決
め
ま
し

た
。

１
．
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
た
ち

の
直
面
し
た
課
題

　
今
の
教
育
現
場
は
、
６
３

制
以
来
の
大
改
革
を
し
つ
つ

あ
る
教
育
制
度
や
就
学
人
口

の
減
少
、
生
徒
・
学
生
に
見

ら
れ
る
問
題
、
学
校
の
運
営

に
関
す
る
問
題
等
に
つ
い

て
、
教
育
課
題
の
危
機
意
識

を
共
有
で
き
る
か
が
試
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、
敗
戦
後
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
ブ
ー

ム
は
長
く
続
か
ず
、
文
部
省

の
戦
前
回
帰
を
目
指
す
教

育
、
学
習
塾
の
学
校
へ
の
参

入
、
偏
差
値
教
育
、
競
争
原

理
、
受
験
体
制
に
よ
り
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
が
発
展
す
る

に
つ
れ
て
同
時
に
キ
リ
ス
ト

教
が
希
薄
に
な
る
と
い
う
現

象
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
一
つ
目
の
分
岐
点
で

す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
、
生

徒
・
学
生
た
ち
が
生
活
し
て

い
る
社
会
に
何
が
欠
け
て
い

る
の
か
、
そ
の
生
き
方
に
と

っ
て
何
が
不
足
し
て
い
る
の

か
を
見
つ
け
出
し
て
、
そ
れ

に
対
応
す
る
「
新
し
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
語
る
教
育
を
打

ち
出
す
時
に
来
て
い
た
の
で

す
。
ど
の
よ
う
な
生
徒
・
学

生
を
入
学
さ
せ
、
ど
の
よ
う

な
教
育
を
す
る
の
か
、
入
学

の
基
準
、
方
法
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
関
し
て
キ
リ
ス
ト
教

教
育
の
視
点
か
ら
の
、
も
っ

と
ユ
ニ
ー
ク
な
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
る
時
期
が
来
て
い
た

の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校

は
、
他
の
私
学
で
は
果
た
せ

な
い
教
育
、
世
の
価
値
観
と

違
う
別
の
可
能
性
を
示
す
使

命
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
齋
藤
正
彦
先
生
の
言
わ
れ

た
「
競
争
原
理
、
受
験
体
制

か
ら
大
胆
に
お
り
る
」
こ
と

や
、
熊
沢
義
宣
先
生
が
指
摘

さ
れ
た「
は
み
出
す
勇
気
」、

岡
本
道
雄
先
生
の
「
新
し
い

人
間
教
育
の
視
点
と
し
て
異

質
な
る
も
の
を
許
容
す
る
」

提
言
に
本
気
で
取
り
組
む
気

概
が
持
て
る
か
ど
う
か
問
わ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
二
つ
目
の
分
岐
点
は
２
０

０
６
年
の
「
教
育
基
本
法
の

改
訂
」
で
し
た
。
全
体
的
に

「
公
」
を
重
視
し
た
内
容

で
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
、
役
立
つ
人
間
を
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
教
育
の
在
り

方
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は

非
人
間
化
が
進
ん
で
い
る
社

会
状
況
の
中
で
本
当
の
意
味

で
成
熟
し
た
人
間
を
育
成
す

る
「
新
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

を
発
信
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
宗
教

改
革
の
中
で
国
家
に
対
す
る

教
会
の
自
立
を
主
張
し
て
き

た
は
ず
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教

学
校
は
、
そ
の
よ
う
な
持
ち

味
を
社
会
の
中
で
発
揮
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
が
苦

闘
し
な
が
ら
も
前
向
き
に
と

ら
え
た
課
題
に
学
ん
で
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
．
今
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題

　
創
立
の
頃
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
は
、
何
か
引
き
つ
け
ら

れ
る
魅
力
を
感
じ
て
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
、
創
立
者
の

祈
り
、
情
熱
が
あ
っ
て
そ
の

地
域
に
根
づ
く
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
果
た
し
て
わ
れ
わ
れ
の

学
校
に
創
立
時
の
よ
う
な
ワ

ク
ワ
ク
感
が
あ
ふ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ

は
、
創
立
当
時
の
熱
い
思
い

を
語
り
、
教
え
、
伝
え
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
今
も
、
信
じ
る
宗
教
は
異

な
っ
て
い
て
も
、
日
本
人
の

心
の
深
層
に
は
他
者
へ
の
寛

容
な
態
度
、
相
互
理
解
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
わ
れ
わ
れ
の
学
校

が
人
類
の
平
和
を
求
め
る
日

本
人
の
心
を
惹
き
つ
け
て
い

く
魅
力
の
あ
る
教
育
を
提
供

２
）
教
育
同
盟
史
資
料
整
理

・
保
存
の
現
状
と
展
望

　
事
務
局
よ
り
、
教
育
同
盟

史
資
料
整
理
に
関
す
る
報
告

が
な
さ
れ
た
。

（
２
）
事
務
局
よ
り

　
特
に
な
し
。

（
３
）
そ
の
他

　
特
に
な
し
。

Ⅺ
．
閉
会
（
12
時
５
分
～
12

時
25
分
）

１
．
次
回
会
場
校
挨
拶

　
２
０
２
３
年
度
総
会
会
場

と
な
る
八
代

学
院
よ
り
、

八
代
智
氏

（
八
代
学
院

理
事
長
）
が

挨
拶
を
述
べ

ら
れ
た
。

２
．
感
謝
の

こ
と
ば

　
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育

同
盟
を
代
表

し
、
山
口
博

常
任
理
事

（
聖
学
院
院

長
）
よ
り
、

�

（
４
面
に
つ
づ
く
）

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

公
　
募

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

23
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
文
学
部
英
文
学
科

職�

種
＝
①
ア
メ
リ
カ
文
学
・

文
化
専
任
講
師
、
准
教
授

又
は
教
授
１
名
②
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
又
は
国
際
経
済
③

国
際
協
力
、
国
際
環
境
学

又
は
国
際
観
光
学
専
任
講

師
又
は
准
教
授
各
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
20
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▽
宮
城
学
院
女
子
大
学

▼
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
学
科

職�

種
＝
地
域
社
会　
教
授
、

准
教
授
又
は
助
教
１
名

▼
教
育
学
部
教
育
学
科

職�

種
＝
英
語
科
教
育
、
発
達

心
理
学　
准
教
授
又
は
助

教
各
１
名

▼
生
活
科
学
部
食
品
栄
養
学

科職�

種
＝
食
品
衛
生
学　
准
教

授
又
は
助
教
１
名

▼
学
芸
学
部
英
文
学
科

職�

種
＝
英
語
教
育
又
は
異
文

化
理
解　
教
授
、
准
教
授

又
は
助
教
１
名

▼
学
芸
学
部
心
理
行
動
科
学

科職�

種
＝
犯
罪
心
理
学
、
認
知

心
理
学　
准
教
授
又
は
助

教
各
１
名

▼
学
芸
学
部
音
楽
科

職�

種
＝
音
楽
学　
教
授
、
准

教
授
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
29
日

問
合
せ
＝
☎022-279-4698

▽
聖
学
院
大
学

▼
政
治
経
済
学
部
政
治
経
済

学
科

職�

種
＝
経
済
学　
助
教
又
は

准
教
授
１
名

▼
人
文
学
部
欧
米
文
化
学
科

職�

種
＝
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン　
助
教
又
は
准

教
授
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
22
日

▼
心
理
福
祉
学
部
心
理
福
祉

学
科

職�

種
＝
障
害
者
福
祉
論　
助

教
、
准
教
授
又
は
教
授
１

名
応
募
締
切
＝
７
月
29
日

問
合
せ
＝
☎048-781-0946

▽
敬
和
学
園
大
学

▼
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科

職�

種
＝
日
本
史
、
ア
ジ
ア
史

教
授
、
准
教
授
又
は
常
勤

専
任
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
５
日

問
合
せ
＝
☎0254-26-3636

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
人
間
生
活
学
部
管
理
栄
養

学
科

職�

種
＝
食
品
衛
生
学　
准
教

授
又
は
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
29
日

問
合
せ
＝
☎082-228-0380

▽
活
水
女
子
大
学

▼
健
康
生
活
学
部
生
活
デ
ザ

イ
ン
学
科

職�

種
＝
被
服
学
縫
製
系
分
野

　
教
授
、
准
教
授
、
講
師

又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
11
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4107

▼
健
康
生
活
学
部
子
ど
も
学

科職�

種
＝
保
育
学
・
幼
児
教
育

　
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
29
日

問
合
せ
＝
☎095-820-6041

▽
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大

学▼
人
文
学
部
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

職�

種
＝
キ
リ
ス
ト
教
関
連
科

目　
教
授
、
准
教
授
、
講

師
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
12
日

問
合
せ
＝
☎098-946-1231

▽
新
島
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
①
英
語
科
専
任
教

諭
、
専
任
講
師
又
は
非
常

勤
講
師
３
～
４
名
②
情
報

科
、
家
庭
科
専
任
講
師
又

は
非
常
勤
講
師
各
１
名　

応
募
締
切
＝
７
月
29
日

問
合
せ
＝
☎027-381-0240

▽
女
子
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
数
学
科
非
常
勤
講
師

１
名

応
募
締
切
＝
８
月
25
日

問
合
せ
＝
☎03-3263-1711

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職�

種
＝
①
地
理
歴
史
科
及
び

公
民
科
専
任
教
員
②
外
国

語
科
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
非

常
勤
講
師
各
１
名

採
用
予
定
日
＝
②
９
月
１
日

応�

募
締
切
＝
①
８
月
31
日
②

７
月
11
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3401

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職�

種
＝
美
術
科
、
国
語
科
専

任
教
員
各
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
１
日

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
敬
和
学
園
高
等
学
校

職�

種
＝
美
術
科
常
勤
講
師
１

名
応
募
締
切
＝
７
月
31
日

問
合
せ
＝
☎025-259-2391

▽
済
美
高
等
学
校

職�

種
＝
国
語
科
、
英
語
科
教

諭
各
１
名

応
募
締
切
＝
11
月
30
日

問
合
せ
＝
☎058-271-0345

▽
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学

校職�

種
＝
①
国
語
科
専
任
教
員

２
名
②
理
科
専
任
教
員
③

社
会
科
専
任
教
員
各
１
名

応�

募
締
切
＝
①
７
月
12
日
②

③
８
月
23
日

問
合
せ
＝
☎075-781-7121

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
英
語
科
専
任
教
員
１

名
応
募
締
切
＝
９
月
５
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
松
蔭
中
学
校
・
高
等
学
校

職�

種
＝
国
語
科
、
英
語
科
専

任
教
員
又
は
常
勤
講
師
若

干
名

応
募
締
切
＝
７
月
15
日　

問
合
せ
＝
☎078-861-1105

▽
北
星
学
園

職�

種
＝
専
任
事
務
職
員
５
名

程
度

応
募
締
切
＝
７
月
14
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

会
場
校
に
対
し
感
謝
の
こ
と

ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

３
．
閉
会
祈
祷

　
郡
司
啓
子
氏
（
横
浜
共
立

学
園
宗
教
主
事
）
の
閉
会
祈

祷
が
行
わ
れ
た
。

４
．
閉
会
宣
言　

　
議
長
よ
り
、
閉
会
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
、
２
０
２
２
年

度
第
１
１
０
回
定
時
総
会
が

閉
会
し
た
。

　
（
解
散
）

山
口
博
聖
学
院
院
長
よ
り　
　
　

横
浜
共
立
学
園
に
感
謝
の
こ
と
ば

平
塚 

敬
一

元
立
教
女
学
院
理
事
長
・

中
学
校
高
等
学
校
校
長

講演Ⅰ
過
去
を
見
極
め
、

今
を
考
え
、

将
来
を
見
据
え
る

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
復
活
の
主
イ
エ
ス
か
ら
、
弟

子
た
ち
は
「
地
の
果
て
に
至
る

ま
で
、
わ
た
し
の
証
人
と
な

る
」
と
の
使
命
を
与
え
ら
れ
、

使
命
を
果
た
す
力
を
聖
霊
に
よ

っ
て
受
け
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

た
。
弟
子
た
ち
は
ペ
ン
テ
コ
ス

テ
を
前
に
祈
り
つ
つ
備
え
た

（
使
徒
言
行
録
一
章
）。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
は
何

か
、
そ
の
教
育
の
担
い
手
が
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
に
立
っ
て
い
る

の
か
、
教
育
の
内
容
が
キ
リ
ス

ト
教
的
な
世
界
観
に
基
づ
い
て

い
る
の
か
、
各
学
校
に
よ
っ
て

内
容
は
濃
淡
色
々
で
あ
る
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、

そ
の
背
景
に
本
国
の
学
校
経
営

母
体
と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
（
宣
教
師
）
が

派
遣
さ
れ
て
、
建
て
ら
れ
た
学

校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
神
か
ら
の

使
命
）
を
担
う
役
割
を
、
果
た

し
て
い
た
。

　
多
く
の
学
校
は
戦
時
中
に
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
か
ら
の
自
立

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
担
い
手
だ

っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
も
、
日

本
人
伝
道
者
に
つ
と
め
を
託
し

て
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

　
そ
の
頃
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
お
け
る
神
か
ら
与
え
ら

れ
た
使
命
が
何
で
あ
る
の
か
と

い
う
事
に
揺
ら
ぎ
を
生
じ
た
。

学
校
の
使
命
は
教
会
と
は
別
で

あ
る
と
い
う
考
え
が
強
く
な
っ

て
き
た
。
使
命
の
担
い
手
で
あ

っ
た
宣
教
師
は
、
学
校
全
体
に

神
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
よ
り

も
、
専
ら
与
え
ら
れ
た
教
科

（
英
会
話
等
）
の
教
師
と
し
て

の
つ
と
め
に
励
む
こ
と
と
な

り
、
学
校
全
体
に
与
え
ら
れ
た

神
か
ら
の
使
命
は
、
取
り
上
げ

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
使
徒
言
行
録
で
使
徒
の
つ
と

め
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
ユ
ダ

に
代
わ
り
、
そ
の
つ
と
め
の
担

い
手
を
立
て
て
、
上
よ
り
の
力

を
祈
り
求
め
つ
つ
、
主
の
使
命

を
全
う
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
聖
霊
の
働
き
を

信
じ
、
そ
の
力
を
祈
り
求
め
つ

つ
、
使
徒
の
つ
と
め
を
全
う
し

た
。

　
今
日
こ
の
神
か
ら
の
使
命
の

明
確
化
、
そ
の
使
命
を
誰
が
ど

の
よ
う
に
担
う
の
か
が
大
き
な

問
題
で
あ
り
は
し
な
い
か
。

〈
横
浜
共
立
学
園
常
務
理
事
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
東
京
中
央

教
会
牧
師
〉

任務を継がせるために
朝礼拝説教

使徒言行録1章12〜26節
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し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
は
、
日
本
社
会

に
欠
落
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト

教
に
基
づ
く
人
間
観
、
世
界

観
を
社
会
に
提
供
し
て
い
く

使
命
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
す

る
べ
き
で
す
。
現
在
の
日
本

と
い
う
社
会
状
況
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
置
か
れ

て
い
る
地
域
に
根
ざ
し
た
新

た
な
戦
略
・
戦
術
を
見
出
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
為
す
べ
き
課

題
を
明
確
に
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

３
．
将
来
へ
の
課
題
・
対
応

を
考
え
る

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
、
礼

拝
に
お
い
て
神
と
の
交
わ
り

に
共
に
与
る
教
職
員
、
児
童

・
生
徒
・
学
生
の
交
わ
り
を

基
盤
と
し
て
成
り
立
っ
て
い

る
教
育
共
同
体
で
す
。
温
か

い
心
の
通
じ
合
う
教
育
共
同

体
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
何

よ
り
優
先
さ
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校

は
、
世
俗
化
、
大
衆
化
、
情

報
化
の
中
で
あ
ま
り
に
も

「
一
般
学
校
化
」
し
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
一
番
の
問
題

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
わ
れ
わ
れ
は
自

分
の
勤
務
す
る
学
校
の
創
立

の
意
図
、
建
学
の
理
念
を
自

覚
的
に
受
け
止
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
拠

り
所
と
な
っ
て
い
る
聖
書
の

教
え
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

「
建
学
の
精
神
」
が
、
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
表
現
さ
れ

て
い
る
か
、
自
分
の
言
葉
で

語
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
職

場
内
で
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト

ー
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
な
ど

が
共
有
さ
れ
て
い
る
か
話
し

合
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
学
校
が
大
切
に

し
て
き
た
も
の
を
自
分
の
持

ち
場
で
担
い
直
し
た
者
た
ち

が
、
学
校
の
「
建
学
の
精

神
」
を
継
承
で
き
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
活
性
化
が
可
能

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
わ
れ
わ
れ
の
学
校
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
り
、
地

域
性
が
あ
り
、
個
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
実
は
各
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
孤
立
を
意
味
す
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
命
の
種

を
蒔
く
働
き
に
は
、
共
有
で

き
る
要
素
が
数
限
り
な
く
あ

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
学
校

は
課
題
と
喜
び
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
絶
え
ず
孤
立

を
克
服
し
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
課
題
と
喜
び
を
共
有
し

あ
う
場
が
あ
る
な
ら
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
独
自
性
を
生
か
し
つ

つ
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
特
に
地
方

で
苦
闘
し
て
い
る
学
校
に
同

盟
は
後
方
支
援
と
な
る
具
体

的
な
指
針
を
示
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
は
託
さ

れ
た
場
で
生
命
の
種
を
蒔
い

て
い
く
こ
と
で
す
。
生
命
の

種
が
キ
リ
ス
ト
教
学
校
を
勇

気
と
希
望
の
共
有
へ
と
導
い

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
励
ま

さ
れ
つ
つ
共
に
生
命
の
種
を

蒔
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
第
１
１
０
回
総
会
の
講
演

者
に
90
歳
を
迎
え
る
年
に
加

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
次
の
３
点
か
ら

語
っ
た
。
第
一
に
明
治
初
期

か
ら
現
代
ま
で
信
仰
継
承
を

可
能
に
し
た
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
存
在
意
義
、
第
二
に
21

世
紀
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
求
め
ら
れ
る
使
命
と
課

題
、
第
三
に
こ
れ
か
ら
の
キ

リ
ス
ト
教
学
校
に
期
待
す
る

こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し

て
い
た
「
新
任
教
師
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
、
５
月
14
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し

た
。
対
面
で
の
実
施
と
は
状

況
が
異
な
る
点
で
の
課
題
に

つ
い
て
研
修
会
と
し
て
の
機

能
を
果
た
せ
る
か
等
、
い
く

つ
か
の
観
点
か
ら
検
討
し
た

結
果
、
実
施
に
至
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
奉
職
し
た
「
新
任
者
」

を
対
象
と
し
た
「
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
と
い
う
観
点
に
立
ち
、

対
面
の
研
修
と
全
く
同
じ
機

能
を
果
た
せ
な
く
と
も
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
に
連
な
る
一

人
で
あ
る
恵
み
に
共
に
与
か

い
。
人
は
ど
こ
か
動
じ
な
い

と
こ
ろ
、
譲
れ
ぬ
と
い
う
断

固
と
し
た
信
念
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人
格
神
と
の
関

係
性
、
対
話
性
の
中
に
人
格

は
形
成
さ
れ
る
」
と
キ
リ
ス

ト
教
を
基
盤
と
し
た
人
格
論

・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の

原
点
を
述
べ
た
。
こ
れ
こ
そ

が
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命

で
あ
る
。

　
私
達
に
与
え
ら
れ
て
い
る

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
キ
リ

校
）
の
祈
り
と
、
技
術
面
の

久
保
哲
哉
チ
ャ
プ
レ
ン
（
聖

学
院
中
高
）
の
サ
ポ
ー
ト
に

よ
り
支
え
ら
れ
た
こ
と
を
感

謝
し
ま
す
。

�

伊
藤
多
香
子

〈
関
東
学
院
六
浦
中
学
校
・

高
等
学
校
宗
教
主
任
〉

第
32
回
全
国
キ
リ
ス
ト
教
学

校
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
案
内

　
標
記
セ
ミ
ナ
ー
が
、
８
月

16
日
（
火
）
17
時
～
18
日

（
木
）
12
時
、
日
本
基
督
教

団
神
戸
聖
愛
教
会
で
開
催
さ

れ
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に

つ
い
て
も
検
討
中
）。
テ
ー

マ
は
「
尊
厳
を
と
り
も
ど
す

！
～
大
切
な
あ
な
た
と
と
も

に
～
」
で
、
全
体
会
①
②
、

分
科
会
、
聖
書
研
究
、
派
遣

礼
拝
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
行
わ
れ
る
。

　
問
合
せ
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ
教
育
部

気
付
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会

事
務
局
へ
。

　

zenkiri2019@
gmail.

com

　
今
回
の
定
時
総
会
は
１
日

目
の
会
場
出
席
１
０
１
名
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
出
席
が
80
名
で
し

た
。
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
決
議
を
併
用
し
、
会
員
の

皆
様
、
会
場
校
の
ご
協
力
で

無
事
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。

　
総
会
の
講
演
は
湊
先
生
・

平
塚
先
生
の
半
世
紀
を
超
え

る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
素
晴

ら
し
い
証
で
し
た
（
３
・
４

面
）。
両
先
生
が
経
験
さ
れ

た
諸
先
輩
か
ら
の
学
び
や
神

様
の
導
き
に
つ
い
て
の
お
話

し
は
、
聖
書
和
訳
の
地
に
ふ

さ
わ
し
く
、
原
点
を
振
り
返

り
将
来
の
課
題
を
考
え
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら

少
し
ず
つ
回
復
し
て
対
面
で

の
研
修
、
委
員
会
が
増
え
ま

し
た
。
今
年
11
月
４
・
５
日

の
大
阪
女
学
院
で
の
学
校
代

表
者
協
議
会
、
来
年
６
月
２

・
３
日
の
八
代
学
院
で
の
定

時
総
会
が
対
面
開
催
可
能
と

な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
当
た
り
前
が
通
用
し
な
い

時
代
で
す
。
何
の
不
安
も
な

く
学
園
で
学
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
、
次
の
時
代
を
担
う
学

生
が
真
理
と
自
由
の
探
求
に

よ
り
確
か
な
人
間
観
、
歴
史

観
、
世
界
観
を
築
く
た
め
の

開
か
れ
た
学
び
の
重
要
性
を

強
調
し
た
理
事
長
挨
拶
は
、

真
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
共

有
す
べ
き
も
の
で
す
。
夏
期

休
暇
の
お
守
り
と
良
き
実
り

を
！�

事
務
局
長

ス
ト
教
を
基
盤
と
し
た

「
公
」
と
「
公
共
」
の
概
念

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
太
平
洋
戦
争
下
で
は

「
公
」
は
「
国
家
」
で
あ

り
、「
私
」
は
「
個
人
」
で

あ
り
「
主
」
に
対
し
て

「
従
」
の
関
係
で
あ
っ
た
。

藤
倉
皓
一
郎
氏
が
言
わ
れ
る

独
立
の
市
民person 

の
意

識
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
独

立
の
自
立
し
た
市
民
が
二
人

以
上
で
何
か
を
す
る
こ
と
が

公
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

て
、
世
界
市
民
が
育
成
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
を
育

成
す
る
場
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
あ
る
。

　
第
三
に
超
教
派
に
立
つ
キ

リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
の

働
き
へ
の
期
待
と
、
私
の
60

年
間
に
亘
る
女
性
と
し
て
の

社
会
経
験
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
女
性
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待

に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た

後
、
パ
ウ
ロ
の
獄
中
書
簡
フ

ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
４

章
13
節
を
も
っ
て
講
演
を
閉

じ
る
。

る
こ
と
を
重
視
し
た
た
め
で

す
。
各
校
か
ら
の
お
申
し
込

み
に
よ
り
、
そ
の
意
図
を
ご

理
解
い
た
だ
き
感
謝
し
会
の

必
要
性
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
総
合
司
会
の
小

島
和
夫
先
生
（
頌
栄
女
子
学

院
）
の
案
内
で
研
修
会
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
り
な
が
ら
参
加
者
の

緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で

し
た
。
清
水
広
幸
委
員
長

（
聖
学
院
）
か
ら
研
修
会
の

意
図
が
説
明
さ
れ
た
後
に
礼

拝
に
導
か
れ
、
大
橋
邦
一
先

生
（
静
岡
英
和
女
学
院
）
よ

り
聖
書
に
向
か
い
合
う
姿
勢

と
共
に
、
励
ま
し
と
温
か
い

配
慮
に
満
ち
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

「
キ
リ
ス
ト
教
Ｑ
＆
Ａ
」
と

題
し
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で

新
任
者
と
し
て
多
く
の
先
輩

が
抱
い
た
疑
問
に
対
し
高
橋

貞
二
郎
先
生
（
東
洋
英
和
女

学
院
）
か
ら
丁
寧
に
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
は
分
団
の
時
間
を
取

り
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
将

来
に
向
か
っ
て
「
共
に
」
歩

み
出
し
た
皆
さ
ん
が
自
己
紹

介
を
交
え
て
少
し
で
も
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
る
時
間
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
し
た
。
本
山
早

苗
先
生（
恵
泉
女
学
園
）の
最

後
の
お
祈
り
ま
で
の
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、

こ
の
研
修
会
が
「
一
息
」
を

つ
け
る
時
間
に
な
っ
た
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
研
修
会

が
終
了
し
て
か
ら
、
加
納
由

美
子
先
生
（
女
子
聖
学
院
）

か
ら
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
松
村
誠
先
生

（
横
浜
英
和
学
院
）
と
岡
崎

一
実
先
生
（
関
東
学
院
小
学

　
第
一
に
つ
い
て
は
、
５
代

目
の
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
私

の
信
仰
継
承
の
歴
史
を
た
ど

る
時
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を

知
る
。
初
代
は
１
８
８
１

（
明
治
14
）
年
に
ピ
ア
ソ
ン

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
偕

成
伝
道
女
学
校
」
で
学
び
バ

イ
ブ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
と
し
て

伝
道
し
た
。
三
代
目
は
女
子

学
院
で
三
谷
民
子
先
生
の
薫

陶
を
受
け
、
５
代
目
の
私
は

東
京
女
子
大
学
で
石
原
謙
先

生
の
下
で
、
６
代
目
は
恵
泉

女
学
園
で
秋
田
稔
先
生
の
下

で
、
７
代
目
は
青
山
学
院
で

教
育
を
受
け
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
歩
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
い

か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
を
知
る
。

　
太
平
洋
戦
争
中
は
旧
憲
法

の
下
で
キ
リ
ス
ト
者
家
族
は

弾
圧
に
よ
り
苦
難
の
道
を
歩

ん
だ
が
、
４
代
目
の
キ
リ
ス

ト
者
だ
っ
た
母
は
ど
ん
な
時

に
も
「
為
ん
方
つ
く
れ
ど
も

の
ぞ
み
を
失
わ
ず
、
で
す
」

（
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
８
節

・
文
語
訳
）
と
励
ま
し
て
く

れ
た
。
こ
の
経
験
は
私
の
生

涯
研
究
テ
ー
マ
を
「
初
代
教

会
に
お
け
る
迫
害
史
」
に
導

い
た
。
講
演
の
中
で
は
、
戦

時
下
に
あ
っ
て
も
信
仰
を
死

守
し
た
石
原
謙
東
京
女
子
大

学
学
長
、
原
爆
投
下
時
の
松

本
卓
夫
広
島
女
学
院
院
長
の

信
仰
者
と
し
て
の
言
葉
と
姿

勢
を
紹
介
し
た
。

　
第
二
に
つ
い
て
は
、
日
本

的
精
神
構
造
に
人
格
教
育
を

根
付
か
せ
る
使
命
が
キ
リ
ス

ト
教
学
校
に
あ
る
こ
と
を
新

渡
戸
稲
造
の
人
格
論
を
紹
介

し
つ
つ
強
調
し
た
。
新
渡
戸

は
『
西
洋
の
事
情
と
思
想
』

の
中
で
「
日
本
で
は
人
格
と

い
ふ
言
葉
は
極
め
て
新
し

い
。
私
共
が
書
生
の
時
分
に

は
、
人
格
と
い
う
言
葉
は
な

か
っ
た
。
パ
ー
ソ
ン
と
い
う

字
は
詳
細
に
調
べ
る
と
、
メ

ン
と
い
う
意
味
と
は
違
っ
て

『
人
た
る
』
と
い
う
字
で
あ

る
。
格
と
い
っ
て
も
資
格
と

い
う
よ
う
な
意
味
は
毛
頭
な

＜行事予定＞ 

オンライン併用、オンラインのみの場合もあります。

７／23　　　第66回事務職員夏期学校（オンライン）

８／２～４　第9回中堅教員リトリート

� （捜真学院御殿場自然教室）

　　８～９　第7回全国災害支援連絡会議

� （宮城県仙台市、石巻市、南三陸町）

　　16～18　第2回教員リフレッシュ合宿

� （奈良県洞川温泉）

　　17～19　第55回全国聖書科研究集会

� （鎮西学院大学）

　　22 　　 第12回中堅事務職員リトリート

� （オンライン）

　　26　　　第9回大学新任教員研修会（オンライン）

　　29　　　第8回全国事務局長・事務長会議

� （オンライン）

校
内
見
学
時
も
学
校
関
係
者
が

対
応
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

上
・
横
浜
共
立
学
園
本
校
舎
（
１
９
３
１
）

下
・
ピ
ア
ソ
ン
記
念
礼
拝
堂
（
本
校
舎
内
）

オ
ン
ラ
イ
ン

新
任
教
師
ガ
イ
ダ
ン
ス

関
東
地
区

新
任
教
師
研
修
会

湊　晶子広島女学院顧問・元東京女子大学学長

講演Ⅱ

激動の時代におけるキリスト教学校の存在意義
〜戦前・戦中・戦後を５代目キリスト者として生きて〜

（
３
面
よ
り
つ
づ
く
）


